
昭
和
六
十
三
年
文
部
省
・
厚
生
省
令
第
二
号

臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則

臨
床
工
学
技
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
号
）
第
三
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
こ
の
省
令
の
趣
旨
）

第
一
条
　
臨
床
工
学
技
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
学
校
又
は
臨
床
工
学
技
士
養
成
所
（
以
下
「
養
成
所
」
と
い
う
。
）
の
指
定
に
関
し
て

は
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
前
項
の
学
校
と
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
及
び
こ
れ
に
附
設
さ
れ
る
同
法
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
又
は
同
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
学

校
を
い
う
。

（
指
定
の
申
請
手
続
）

第
二
条
　
学
校
又
は
養
成
所
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
（
以
下
「
行
政
庁
」
と
い
う
。
）
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
設
置
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
地
方
公
共
団
体
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法

（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含
む
。
）
の
設
置
す
る
学
校
又
は
養
成
所
に
あ
つ
て
は
、
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
を
記
載
し
た
申
請
書
を
行
政
庁
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二
　
名
称

三
　
位
置

四
　
設
置
年
月
日

五
　
学
則

六
　
長
の
氏
名
及
び
履
歴

七
　
教
員
の
氏
名
、
履
歴
及
び
担
当
科
目
並
び
に
専
任
又
は
兼
任
の
別

八
　
校
舎
の
各
室
の
用
途
及
び
面
積
並
び
に
建
物
の
配
置
図
及
び
平
面
図

九
　
教
授
用
及
び
実
習
用
の
機
械
器
具
、
標
本
、
模
型
及
び
図
書
の
目
録

十
　
実
習
施
設
の
名
称
、
位
置
及
び
開
設
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
名
称
）
並
び
に
当
該
施
設
に
お
け
る
実
習
用
設
備
の
概
要
（
施
設
別
に
記
載
す
る
こ
と
。
）

十
一
　
収
支
予
算
及
び
向
う
二
年
間
の
財
政
計
画

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
同
項
第
十
号
に
掲
げ
る
施
設
に
お
け
る
実
習
を
承
諾
す
る
旨
の
当
該
施
設
の
開
設
者
の
承
諾
書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
の
承
認
及
び
届
出
）

第
三
条
　
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
学
校
又
は
都
道
府
県
知
事
の
指
定
を
受
け
た
養
成
所
（
以
下
「
指
定
施
設
」
と
い
う
。
）
の
設
置
者
は
、
前
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
修
業
年
限
、
教
育
課
程
及
び
入
学
定
員
又
は

入
所
定
員
に
関
す
る
事
項
に
限
る
。
）
若
し
く
は
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
又
は
同
項
第
十
号
に
掲
げ
る
施
設
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
行
政
庁
に
申
請
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
実
習
施
設
の
変
更
の
承
認
の
申
請
に
準
用
す
る
。

３
　
指
定
施
設
の
設
置
者
は
、
前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
又
は
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
修
業
年
限
、
教
育
課
程
及
び
入
学
定
員
又
は
入
所
定
員
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。
）
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き

は
、
一
月
以
内
に
、
行
政
庁
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
学
校
及
び
養
成
所
の
指
定
基
準
）

第
四
条
　
法
第
十
四
条
第
一
号
の
学
校
及
び
養
成
所
の
指
定
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
学
校
教
育
法
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
（
法
第
十
四
条
第
一
号
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
学
校
が
大
学
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
大
学
が
学
校
教
育
法
第
九
十
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
当
該
大
学
に
入
学
さ
せ
た
者
を
含
む
。
）
又
は
法
附
則
第
四
条
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
入
学
又
は
入
所
の
資
格
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
修
業
年
限
は
、
三
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
　
教
育
の
内
容
は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
も
の
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四
　
別
表
第
一
に
掲
げ
る
各
教
育
内
容
を
教
授
す
る
の
に
適
当
な
数
の
教
員
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
う
ち
六
人
（
一
学
年
に
二
学
級
以
上
を
有
す
る
学
校
又
は
養
成
所
に
あ
つ
て
は
、
一
学
級
増
す
ご
と
に
三
を
加
え
た
数
）
以
上
は
、

医
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
工
学
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
（
以
下
「
医
師
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
専
任
教
員
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
医
師
等
で
あ
る
専
任
教
員
の
数
は
、
当
該

学
校
又
は
養
成
所
が
設
置
さ
れ
た
年
度
に
あ
つ
て
は
四
人
（
一
学
年
に
二
学
級
以
上
を
有
す
る
学
校
又
は
養
成
所
に
あ
つ
て
は
、
一
学
級
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
）
、
そ
の
翌
年
度
に
あ
つ
て
は
五
人
（
一
学
年
に
二
学
級
以
上

を
有
す
る
学
校
又
は
養
成
所
に
あ
つ
て
は
、
一
学
級
増
す
ご
と
に
二
を
加
え
た
数
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
医
師
等
で
あ
る
専
任
教
員
の
う
ち
少
な
く
と
も
三
人
は
、
免
許
を
受
け
た
後
五
年
以
上
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
を
業
と
し
て
行
つ
た
臨
床
工
学
技
士
（
以
下
「
業
務
経
験
五
年
以
上
の
臨
床
工
学
技
士
」
と
い
う
。
）

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
業
務
経
験
五
年
以
上
の
臨
床
工
学
技
士
で
あ
る
専
任
教
員
の
数
は
、
当
該
学
校
又
は
養
成
所
が
設
置
さ
れ
た
年
度
に
あ
つ
て
は
一
人
、
そ
の
翌
年
度
に
あ
つ
て
は
二
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
　
一
学
級
の
定
員
は
、
十
人
以
上
四
十
人
以
下
で
あ
る
こ
と
。

七
　
同
時
に
授
業
を
行
う
学
級
の
数
を
下
ら
な
い
数
の
専
用
の
普
通
教
室
を
有
す
る
こ
と
。

八
　
適
当
な
広
さ
の
専
用
の
実
習
室
及
び
図
書
室
を
有
す
る
こ
と
。

九
　
教
育
上
必
要
な
機
械
器
具
、
標
本
、
模
型
及
び
図
書
を
有
す
る
こ
と
。

十
　
臨
床
実
習
を
行
う
の
に
適
当
な
病
院
を
実
習
施
設
と
し
て
利
用
し
う
る
こ
と
及
び
当
該
実
習
に
つ
い
て
適
当
な
実
習
指
導
者
の
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

1



十
一
　
専
任
の
事
務
職
員
を
有
す
る
こ
と
。

十
二
　
管
理
及
び
維
持
経
営
の
方
法
が
確
実
で
あ
る
こ
と
。

２
　
法
第
十
四
条
第
二
号
の
学
校
及
び
養
成
所
の
指
定
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
、
旧
大
学
令
（
大
正
七
年
勅
令
第
三
百
八
十
八
号
）
に
基
づ
く
大
学
又
は
臨
床
工
学
技
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
九
号
）
第
十
三
条
各
号
に
掲
げ

る
学
校
、
文
教
研
修
施
設
若
し
く
は
養
成
所
に
お
い
て
二
年
（
高
等
専
門
学
校
に
あ
つ
て
は
、
五
年
）
以
上
修
業
し
、
か
つ
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
科
目
を
修
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
入
学
又
は
入
所
の
資
格
と
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

二
　
修
業
年
限
は
、
一
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
　
教
育
の
内
容
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
も
の
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四
　
別
表
第
二
に
掲
げ
る
各
教
育
内
容
を
教
授
す
る
の
に
適
当
な
数
の
教
員
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
う
ち
四
人
（
一
学
年
に
二
学
級
以
上
を
有
す
る
学
校
又
は
養
成
所
に
あ
つ
て
は
、
一
学
級
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
）
以
上
は
、

医
師
等
で
あ
る
専
任
教
員
で
あ
る
こ
と
。

五
　
医
師
等
で
あ
る
専
任
教
員
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
人
は
、
業
務
経
験
五
年
以
上
の
臨
床
工
学
技
士
で
あ
る
こ
と
。

六
　
前
項
第
六
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３
　
法
第
十
四
条
第
三
号
の
学
校
及
び
養
成
所
の
指
定
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
、
旧
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
又
は
臨
床
工
学
技
士
法
施
行
規
則
第
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
学
校
、
文
教
研
修
施
設
若
し
く
は
養
成
所
に
お
い
て
一
年
（
高
等
専
門
学
校
に

あ
つ
て
は
、
四
年
）
以
上
修
業
し
、
か
つ
、
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
科
目
を
修
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
入
学
又
は
入
所
の
資
格
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
修
業
年
限
は
、
二
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三
　
教
育
の
内
容
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る
も
の
以
上
で
あ
る
こ
と
。

四
　
別
表
第
二
に
掲
げ
る
各
教
育
内
容
を
教
授
す
る
の
に
適
当
な
数
の
教
員
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
う
ち
五
人
（
一
学
年
に
二
学
級
以
上
を
有
す
る
学
校
又
は
養
成
所
に
あ
つ
て
は
、
一
学
級
増
す
ご
と
に
二
を
加
え
た
数
）
以
上
は
、

医
師
等
で
あ
る
専
任
教
員
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
医
師
等
で
あ
る
専
任
教
員
の
数
は
、
当
該
学
校
又
は
養
成
所
が
設
置
さ
れ
た
年
度
に
あ
つ
て
は
四
人
（
一
学
年
に
二
学
級
以
上
を
有
す
る
学
校
又
は
養
成
所
に
あ
つ
て
は
、
一

学
級
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
医
師
等
で
あ
る
専
任
教
員
の
う
ち
少
な
く
と
も
二
人
は
、
業
務
経
験
五
年
以
上
の
臨
床
工
学
技
士
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
業
務
経
験
五
年
以
上
の
臨
床
工
学
技
士
で
あ
る
専
任
教
員
の
数
は
、
当
該
学
校
又
は
養
成
所
が
設
置

さ
れ
た
年
度
に
あ
つ
て
は
一
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
　
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
報
告
）

第
五
条
　
指
定
施
設
の
設
置
者
は
、
毎
学
年
度
開
始
後
二
月
以
内
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
政
庁
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
学
年
度
の
学
年
別
学
生
数

二
　
前
学
年
度
に
お
け
る
教
育
実
施
状
況
の
概
要

三
　
前
学
年
度
の
卒
業
者
数

（
報
告
の
徴
収
及
び
指
示
）

第
六
条
　
行
政
庁
は
、
指
定
施
設
に
つ
き
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
設
置
者
又
は
長
に
対
し
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
行
政
庁
は
、
指
定
施
設
の
教
育
の
内
容
、
教
育
の
方
法
、
施
設
、
設
備
そ
の
他
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
設
置
者
又
は
長
に
対
し
て
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
の
取
消
し
）

第
七
条
　
指
定
施
設
が
第
四
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
き
又
は
そ
の
設
置
者
若
し
く
は
長
が
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
行
政
庁
は
、
指
定
施
設
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
取
消
し
の
申
請
手
続
）

第
八
条
　
指
定
施
設
に
つ
い
て
、
行
政
庁
の
指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
設
置
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由

二
　
指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
予
定
期
日

三
　
在
学
中
の
学
生
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
措
置

（
国
立
大
学
法
人
の
設
置
す
る
学
校
及
び
国
の
設
置
す
る
養
成
所
の
特
例
）

第
九
条
　
国
立
大
学
法
人
（
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
す
る
学
校
又
は
国
の
設
置
す
る
養
成
所
に
つ
い
て

は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
の
字
句
で
、
同
表
中
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
下
欄
の
字
句
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
第
一
項
設
置
者

所
管
大
臣
（
国
立
大
学
法
人
の
設
置
す
る
学
校
に
あ
つ
て
は
、
設
置
者
で
あ
る
国
立
大
学
法

人
。
以
下
同
じ
。
）

次
に
掲
げ
る
事
項
（
地
方
公
共
団
体
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
含
む
。
）
の
設
置
す
る
学
校
又
は
養
成
所
に
あ
つ
て
は
、
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）

を
記
載
し
た
申
請
書
を
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
行
政
庁
に
申
し
出
る

も
の
と
す
る
。
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第
二
条
第
二
項
申
請
書

書
面

第
三
条
第
一
項
設
置
者

所
管
大
臣

行
政
庁
に
申
請
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
庁
に
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
第
二
項
承
認
の
申
請

協
議

第
三
条
第
三
項
設
置
者

所
管
大
臣

前
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で

前
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号

行
政
庁
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
庁
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条

設
置
者

所
管
大
臣

行
政
庁
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
庁
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
設
置
者
又
は
長

所
管
大
臣

第
六
条
第
二
項
設
置
者
又
は
長

所
管
大
臣

指
示

勧
告

第
七
条

第
四
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
き
又
は
そ
の
設
置
者
若
し
く
は
長
が
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
示

に
従
わ
な
い
と
き

第
四
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
き

第
八
条

設
置
者

所
管
大
臣

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
行
政
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
行
政
庁
に
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
学
校
又
は
養
成
所
の
指
定
基
準
の
経
過
的
特
例
）

２
　
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
（
同
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
三
項
第
五
号
に
お
い
て
引
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
昭
和
七
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
文
部
省
・
厚
生
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
文
部
省
・
厚
生
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
一
一
月
二
七
日
文
部
科
学
省
令
第
八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
六
日
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
三
項
及
び
同
項
に
係
る
別
表
第
三
の
改
正
規
定
並
び
に
別
表
第
四
を
削
る
改
正
規
定
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
、
同
条
第
二
項
及
び
同
項
に

係
る
別
表
第
三
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
又
は
臨
床
工
学
技
士
養
成
所
及
び
臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
申
請
に
係
る
学
校
又
は
臨
床
工
学
技

士
養
成
所
が
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
第
四
号
、
第
二
項
第
四
号
及
び
第
三
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
有
す
べ
き
専
任
教
員
の
数
及
び
要
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
又
は
臨
床
工
学
技
士
養
成
所
及
び
臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
申
請
に
係
る
学
校
又
は
臨
床
工
学
技

士
養
成
所
が
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
四
条
第
一
項
第
五
号
、
第
二
項
第
五
号
及
び
第
三
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
有
す
べ
き
専
任
教
員
の
数
及
び
要
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
九
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
又
は
臨
床
工
学
技
士
養
成
所
に
お
い
て
臨
床
工
学
技
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
中
の
者
に
係
る
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
別

表
第
一
、
別
表
第
三
及
び
別
表
第
四
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
二
月
二
五
日
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
学
校
教
育
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）
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（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
指
定
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
処
分
等
の
行

為
」
と
い
う
。
）
又
は
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
指
定
等
の
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
で
、
施
行

日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
け
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ

れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
国
に
対
し
て
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
に
対
し
て
届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の

と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
を
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
第
十
四
条
第
一
号
の
学
校
及
び
養
成
所
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に
臨
床
工
学
技
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
一
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
又
は
養
成
所
に
お
い
て
臨
床
工
学
技
士
と
し
て
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
修
得
中
の
者
に
係
る
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
第
三
号
並
び
に
別
表
第
一
及
び
別
表
第
三
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
に
お
い
て
現
に
法
第
十
四
条
第
一
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
又
は
養
成
所
が
実
習
施
設
と
し
て
利
用
す
る
病
院
に
係
る
実
習
用
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
臨
床
工
学
技
士
学
校

養
成
所
指
定
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
第
十
一
号
及
び
別
表
第
二
の
規
定
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
実
習
施
設
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
前
項
に
規
定
す
る
学
校
又
は
養
成
所
の
設
置
者
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
前
に
お
い
て

も
、
同
令
第
三
条
第
一
項
（
同
令
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
四
項
及
び
附
則
第
四
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
変
更
の
承
認
の
申
請
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

４
　
文
部
科
学
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
前
に
お
い
て
も
、
臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
変
更
の
承
認
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
の
承
認
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
に
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

（
法
第
十
四
条
第
二
号
の
学
校
及
び
養
成
所
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
法
第
十
四
条
第
二
号
の
学
校
及
び
養
成
所
に
係
る
指
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
新
規
則
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
規
則
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
　
令
和
六
年
四
月
一
日
に
お
い
て
法
第
十
四
条
第
二
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
又
は
養
成
所
に
お
い
て
臨
床
工
学
技
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
中
の
者
に
係
る
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
四
条
第
二

項
第
三
号
並
び
に
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
令
和
六
年
四
月
一
日
に
お
い
て
法
第
十
四
条
第
二
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
又
は
養
成
所
が
実
習
施
設
と
し
て
利
用
す
る
病
院
に
係
る
実
習
用
設
備
に
つ
い
て
は
、
旧
規
則
第
四
条
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
二
項
第
六
号
並

び
に
別
表
第
二
の
規
定
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
実
習
施
設
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
前
項
に
規
定
す
る
学
校
又
は
養
成
所
の
設
置
者
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
前
に
お
い
て

も
、
同
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
変
更
の
承
認
の
申
請
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
文
部
科
学
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
前
に
お
い
て
も
、
臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
変
更
の
承
認
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
の
承
認
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
に
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

（
法
第
十
四
条
第
三
号
の
学
校
及
び
養
成
所
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
法
第
十
四
条
第
三
号
の
学
校
及
び
養
成
所
に
係
る
指
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
新
規
則
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
規
則
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
　
令
和
五
年
四
月
一
日
に
お
い
て
法
第
十
四
条
第
三
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
又
は
養
成
所
に
お
い
て
臨
床
工
学
技
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
中
の
者
に
係
る
教
育
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
第
四
条
第
三

項
第
三
号
並
び
に
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
令
和
五
年
四
月
一
日
に
お
い
て
法
第
十
四
条
第
三
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
又
は
養
成
所
が
実
習
施
設
と
し
て
利
用
す
る
病
院
に
係
る
実
習
用
設
備
に
つ
い
て
は
、
旧
規
則
第
四
条
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
三
項
第
六
号
並

び
に
別
表
第
二
の
規
定
は
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

４
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
実
習
施
設
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
前
項
に
規
定
す
る
学
校
又
は
養
成
所
の
設
置
者
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
前
に
お
い
て

も
、
同
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
変
更
の
承
認
の
申
請
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
文
部
科
学
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
前
に
お
い
て
も
、
臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
変
更
の
承
認
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
の
承
認
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
に
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
九
月
三
〇
日
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
表
第
一
（
第
四
条
関
係
）

教
育
内
容

単
位
数

基
礎
分
野

　

　

　

　

科
学
的
思
考
の
基
盤

人
間
と
生
活

社
会
の
理
解

　

十
四

　

　

　

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
構
造
及
び
機
能

六

臨
床
工
学
に
必
要
な
医
学
的
基
礎

九

臨
床
工
学
に
必
要
な
理
工
学
的
基
礎

十
六

臨
床
工
学
に
必
要
な
医
療
情
報
技
術
と
シ
ス
テ
ム
工
学
の
基
礎

七

専
門
分
野

医
用
生
体
工
学

七

医
用
機
器
学
及
び
臨
床
支
援
技
術

十

生
体
機
能
代
行
技
術
学

十
二

医
療
安
全
管
理
学

六

関
連
臨
床
医
学

七

臨
床
実
習

七

合
計

百
一

備
考

一
　
単
位
の
計
算
方
法
は
、
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
三
十
一
年
文
部
省
令
第
二
十
八
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
実
験
、
実
習
又
は
実
技
に
よ
る
授
業
に
係
る
単
位
の
計
算
方
法
に
つ
い
て

は
、
同
項
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
実
験
、
実
習
又
は
実
技
の
」
と
、
「
お
お
む
ね
十
五
時
間
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
時
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

二
　
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
、
旧
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
又
は
臨
床
工
学
技
士
法
施
行
規
則
第
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
学
校
、
文
教
研
修
施
設
若
し
く
は
養
成
所
に
お
い
て
既
に
履
修
し
た
科
目
に
つ
い

て
は
、
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
複
数
の
教
育
内
容
を
併
せ
て
教
授
す
る
こ
と
が
教
育
上
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
臨
床
実
習
七
単
位
以
上
及
び
臨
床
実
習
以
外
の
教
育
内
容
九
十
四
単
位
以
上
（
う
ち
基
礎
分
野
十
四
単
位
以
上
、
専
門
基
礎
分
野
三

十
八
単
位
以
上
及
び
専
門
分
野
四
十
二
単
位
以
上
）
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
表
の
教
育
内
容
ご
と
の
単
位
数
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
医
用
生
体
工
学
、
医
用
機
器
学
及
び
臨
床
支
援
技
術
、
生
体
機
能
代
行
技
術
学
並
び
に
医
療
安
全
管
理
学
の
講
義
に
お
け
る
医
学
的
領
域
と
工
学
的
領
域
の
時
間
配
分
は
、
お
お
む
ね
二
分
の
一
ず
つ
と
す
る
も
の
と
す
る
。

五
　
臨
床
実
習
の
単
位
数
に
は
、
血
液
浄
化
療
法
に
関
す
る
実
習
の
一
単
位
、
呼
吸
療
法
に
関
す
る
実
習
及
び
循
環
器
に
関
す
る
実
習
の
二
単
位
並
び
に
治
療
機
器
に
関
す
る
実
習
及
び
医
療
機
器
管
理
業
務
に
関
す
る
実
習
の
二
単
位

を
含
む
も
の
と
す
る
。

六
　
呼
吸
療
法
に
関
す
る
実
習
及
び
循
環
器
に
関
す
る
実
習
に
お
い
て
は
、
必
ず
集
中
治
療
室
及
び
手
術
室
に
お
け
る
実
習
を
含
む
も
の
と
す
る
。

七
　
循
環
器
に
関
す
る
実
習
に
お
い
て
は
、
必
ず
人
工
心
肺
装
置
を
用
い
た
実
習
を
含
む
も
の
と
す
る
。

八
　
臨
床
実
習
を
実
施
す
る
前
に
、
臨
床
実
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
技
能
及
び
態
度
が
修
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
実
技
試
験
及
び
指
導
を
必
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

九
　
臨
床
実
習
を
実
施
し
た
後
に
、
臨
床
実
習
に
お
い
て
修
得
す
べ
き
技
能
及
び
態
度
が
修
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
実
技
試
験
及
び
指
導
を
必
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

十
　
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
実
習
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
行
為
を
必
ず
実
施
さ
せ
、
か
つ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
行
為
を
必
ず
見
学
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

教
育
内
容

単
位
数

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
構
造
及
び
機
能

六

臨
床
工
学
に
必
要
な
医
学
的
基
礎

九

臨
床
工
学
に
必
要
な
理
工
学
的
基
礎

十
六

臨
床
工
学
に
必
要
な
医
療
情
報
技
術
と
シ
ス
テ
ム
工
学
の
基
礎

七

専
門
分
野

医
用
生
体
工
学

七

医
用
機
器
学
及
び
臨
床
支
援
技
術

十

生
体
機
能
代
行
技
術
学

十
二

医
療
安
全
管
理
学

六

関
連
臨
床
医
学

七

臨
床
実
習

七
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合
計

八
十
七

備
考

一
　
単
位
の
計
算
方
法
は
、
大
学
設
置
基
準
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
実
験
、
実
習
又
は
実
技
に
よ
る
授
業
に
係
る
単
位
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定

す
る
」
と
あ
る
の
は
「
実
験
、
実
習
又
は
実
技
の
」
と
、
「
お
お
む
ね
十
五
時
間
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
時
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

二
　
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
、
旧
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
又
は
臨
床
工
学
技
士
法
施
行
規
則
第
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
学
校
、
文
教
研
修
施
設
若
し
く
は
養
成
所
に
お
い
て
既
に
履
修
し
た
科
目
に
つ
い

て
は
、
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
複
数
の
教
育
内
容
を
併
せ
て
教
授
す
る
こ
と
が
教
育
上
適
切
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
臨
床
実
習
七
単
位
以
上
及
び
臨
床
実
習
以
外
の
教
育
内
容
八
十
単
位
以
上
（
う
ち
専
門
基
礎
分
野
三
十
八
単
位
以
上
及
び
専
門
分
野

四
十
二
単
位
以
上
）
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
表
の
教
育
内
容
ご
と
の
単
位
数
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
医
用
生
体
工
学
、
医
用
機
器
学
及
び
臨
床
支
援
技
術
、
生
体
機
能
代
行
技
術
学
並
び
に
医
療
安
全
管
理
学
の
講
義
に
お
け
る
医
学
的
領
域
と
工
学
的
領
域
の
時
間
配
分
は
、
お
お
む
ね
二
分
の
一
ず
つ
と
す
る
も
の
と
す
る
。

五
　
臨
床
実
習
の
単
位
数
に
は
、
血
液
浄
化
療
法
に
関
す
る
実
習
の
一
単
位
、
呼
吸
療
法
に
関
す
る
実
習
及
び
循
環
器
に
関
す
る
実
習
の
二
単
位
並
び
に
治
療
機
器
に
関
す
る
実
習
及
び
医
療
機
器
管
理
業
務
に
関
す
る
実
習
の
二
単
位

を
含
む
も
の
と
す
る
。

六
　
呼
吸
療
法
に
関
す
る
実
習
及
び
循
環
器
に
関
す
る
実
習
に
お
い
て
は
、
必
ず
集
中
治
療
室
及
び
手
術
室
に
お
け
る
実
習
を
含
む
も
の
と
す
る
。

七
　
循
環
器
に
関
す
る
実
習
に
お
い
て
は
、
必
ず
人
工
心
肺
装
置
を
用
い
た
実
習
を
含
む
も
の
と
す
る
。

八
　
臨
床
実
習
を
実
施
す
る
前
に
、
臨
床
実
習
を
行
う
た
め
に
必
要
な
技
能
及
び
態
度
が
修
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
実
技
試
験
及
び
指
導
を
必
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

九
　
臨
床
実
習
を
実
施
し
た
後
に
、
臨
床
実
習
に
お
い
て
修
得
す
べ
き
技
能
及
び
態
度
が
修
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
実
技
試
験
及
び
指
導
を
必
ず
行
う
も
の
と
す
る
。

十
　
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
実
習
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
行
為
を
必
ず
実
施
さ
せ
、
か
つ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
行
為
を
必
ず
見
学
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
三
（
第
四
条
関
係
）

実
習

実
施
さ
せ
る
行
為

見
学
さ
せ
る
行
為

呼
吸
療
法
関
連
実
習

人
工
呼
吸
装
置
の
点
検

呼
吸
療
法
に
使
用
す
る
機
器
及
び
回
路
、
呼
吸
療
法
の
実
施
に
必
要
な
薬
剤
並
び
に
当
該
機
器
の
運
転
条
件
及
び
監
視
条
件
に
関
す
る
医
師
の
指
示
の
確
認

呼
吸
療
法
に
使
用
す
る
機
器
及
び
薬
剤
の
準
備

人
工
呼
吸
装
置
の
組
立

人
工
呼
吸
装
置
の
運
転
条
件
及
び
監
視
条
件
の
設
定
及
び
変
更

呼
吸
療
法
に
お
け
る
監
視
機
器
を
用
い
た
患
者
観
察

呼
吸
療
法
に
使
用
す
る
機
器
及
び
物
品
の
消
毒
並
び
に
使
用
し
た
物
品
の
廃
棄

人
工
心
肺
関
連
実
習

人
工
心
肺
装
置
の
点
検

補
助
循
環
関
連
実
習

補
助
循
環
装
置
の
点
検

血
液
浄
化
療
法
関
連
実
習

血
液
浄
化
装
置
の
点
検

血
液
浄
化
療
法
に
使
用
す
る
機
器
及
び
回
路
、
血
液
浄
化
療
法
の
実
施
に
必
要
な
薬
剤
並
び
に
当
該
機
器
の
運
転
条
件
及
び
監
視
条
件
に
関
す
る
医
師
の
指

示
の
確
認

血
液
浄
化
療
法
に
使
用
す
る
機
器
の
準
備

血
液
浄
化
装
置
の
組
立
並
び
に
回
路
の
洗
浄
及
び
充
填

血
液
浄
化
装
置
の

せ
ん穿

刺
針
そ
の
他
の
先
端
部
の
シ
ャ
ン
ト
、
表
在
化
さ
れ
た
動
脈
又
は
表
在
静
脈
へ
の

せ
ん穿

刺
及
び
除
去

血
液
浄
化
装
置
の
運
転
条
件
及
び
監
視
条
件
の
設
定
及
び
変
更

血
液
浄
化
療
法
に
使
用
す
る
機
器
を
用
い
た
血
液
浄
化
療
法
の
実
施
に
必
要
な
採
血

血
液
浄
化
療
法
に
お
け
る
血
液
、
補
液
及
び
薬
剤
の
投
与
量
の
設
定
及
び
変
更

血
液
浄
化
療
法
に
お
け
る
監
視
機
器
を
用
い
た
患
者
観
察

血
液
浄
化
療
法
に
使
用
す
る
機
器
及
び
物
品
の
消
毒
並
び
に
使
用
し
た
機
器
及
び
物
品
の
廃
棄

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
関
連
実
習

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
の
点
検

集
中
治
療
関
連
実
習

生
命
維
持
管
理
装
置
の
点
検

生
命
維
持
管
理
装
置
、
集
中
治
療
に
使
用
す
る
機
器
及
び
回
路
並
び
に
集
中
治
療
の
実
施
に
必
要
な
薬
剤
の
準
備

生
命
維
持
管
理
装
置
の
組
立
並
び
に
回
路
の
洗
浄
及
び
充
填

手
術
関
連
実
習
（
周
術
期
を
含
む
。
）

手
術
関
連
機
器
の
点
検

鏡
視
下
手
術
に
お
け
る
視
野
確
保
関
連
実
習
内
視
鏡
手
術
シ
ス
テ
ム
の
点
検

心
・
血
管
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
関
連
実
習

カ
テ
ー
テ
ル
関
連
機
器
の
点
検

保
守
点
検
関
連
実
習

点
検
の
実
施

備
考

一
　
こ
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
行
為
に
よ
り
点
検
を
行
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
人
工
呼
吸
装
置
、
人
工
心
肺
装
置
、
補
助
循
環
装
置
、
血
液
浄
化
装
置
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
、
生
命
維
持
管
理
装
置
、
手
術
関
連
機
器
、
内
視
鏡
手
術

シ
ス
テ
ム
、
カ
テ
ー
テ
ル
関
連
機
器
そ
の
他
の
機
器
等
を
診
療
の
用
に
供
す
る
と
き
は
、
実
習
指
導
者
に
よ
る
確
認
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
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二
　
こ
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
行
為
の
見
学
は
、
患
者
の
同
意
を
得
て
行
う
こ
と
。
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